
 

 

へい殺畜等手当金等交付規程等の一部を改正する件 新旧対照表 

○動物用生物学的製剤検定基準（平成14年10月３日農林水産省告示第1568号） 

（下線の部分は改正部分） 

改正後 改正前 

診断液の部 

 

牛伝染性リンパ腫診断用受身赤血球凝集反応抗原 

 

牛伝染性リンパ腫ウイルス感染細胞を培養して得たウイルス液を不

活化した後、濃縮・精製し、固定羊赤血球に感作した受身赤血球凝集

反応用抗原である。 

（略） 

付記１ （略） 

付記２ 参照陽性血清１ 

牛伝染性リンパ腫ウイルス感染牛由来の血清を非働化したもので、赤血

球凝集価256～512倍のもの 

付記３ 参照陽性血清２ 

牛伝染性リンパ腫ウイルス感染牛由来の血清を非働化したもので、赤血

球凝集価は32～64倍のもの 

付記４ （略） 

診断液の部 

 

牛白血病診断用受身赤血球凝集反応抗原 

 

牛白血病ウイルス感染細胞を培養して得たウイルス液を不活化した

後、濃縮・精製し、固定羊赤血球に感作した受身赤血球凝集反応用抗

原である。 

（略） 

付記１ （略） 

付記２ 参照陽性血清１ 

牛白血病ウイルス感染牛由来の血清を非働化したもので、赤血球凝集価

256～512倍のもの 

付記３ 参照陽性血清２ 

牛白血病ウイルス感染牛由来の血清を非働化したもので、赤血球凝集価

は32～64倍のもの 

付記４ （略） 

 

 


